
為替週間展望＝ドル円は１０５～１０６円台での推移か

　　　　　　　　　　［９月７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    8 月 31 日～ 9 月 4 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  105.46   106.55( 3)    105.30(31)    106.17   +0.80

ユーロ・ドル  1.1899   1.2011( 1)    1.1789( 3)    1.1842   -0.0061

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    23,205.43     +322.78     日本10年債利回り   0.041   -0.018

ダウ平均株価    28,292.73     -361.14     米10年債利回り     0.635   -0.086

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

７日　　中国８月貿易収支

　　　　独７月鉱工業生産指数

　　　　レイバーデーで米国は休場

８日　　日本７月勤労者世帯家計調査

　　　　日本第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）２次速報、日本７月経常収支

　　　　独７月貿易収支、独７月経常収支

　　　　ユーロ圏第２四半期域内総生産（ＧＤＰ）確報値

９日　　中国８月消費者物価指数、中国８月生産者物価指数

　　　　スイス８月雇用統計

　　　　米ＭＢＡ住宅ローン申請件数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

１０日　日本７月機械受注高

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　米８月生産者物価指数、米新規失業保険申請件数

１１日　英７月鉱工業生産指数、英７月製造業生産指数、英７月貿易収支

　　　　独８月消費者物価指数

　　　　米８月消費者物価指数

　　　　米８月財政収支

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米国では注目度の高い経済指標の発表が相次ぎ、米国経済の着実な

回復が続くようだと、ドル円にはサポート要因になるとみられる。ただ、日本の政局不

透明感もあり、大幅な上昇にはつながりにくく、ドル円は１０６円台を中心とするもみ

合いとなりそうとした。

　　　　

【ドル円の戻りは一服】

　９月１日にユーロドルは１．２０１１まで上昇して、２０１８年５月２日以来、２年

４か月ぶりの高値圏まで上昇した。また、この日にドル・インデックスは９１．７４６

まで低下するなど、ドル売りの動きを見せた。ユーロドルの１．２０ドル乗せの後は節

目達成感からユーロ売りドル買いの動きに傾き、ユーロドルは下げに転じるとともにド

ル・インデックスは上昇に転じた。

　　

　８月２５日の米商品先物取引委員会（ＣＦＴＣ）建玉明細では、ＣＭＥの通貨先物市

場でユーロの対ドルでの大口投機玉の買い越しは２１万１７５２枚と過去最高水準と

なった。ユーロドルは節目の１．２０ドルを超えたことや欧州中央銀行（ＥＣＢ）当局

者によるユーロ高のけん制発言などを背景に１．１８ドル割れまで調整が進むことと

なった。
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　対ユーロでのドルの買い戻しの動きや堅調な米国株を受けての円売りの動きなどを背

景にドル円は堅調な動きを見せた。ドル円は８月２８日の安倍首相の辞任報道で１０７

円手前の水準から１０５．２０円前後まで急落、その後はドル買い円売りの動きから、

３日のロンドン時間には１０６円台半ばまで上昇した。ただ、３日のＮＹ市場では米国

株が急落したことで、１０６円台前半まで軟化している。

　　

　ジャクソンホールでの米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のパウエル議長の講演で、米

国では今後も緩和的な金融政策の継続が見込まれている。ＦＲＢ当局者からも緩和的な

金融政策継続への発言が相次いでおり、２日にＮＹ連銀のウィリアムズ総裁は緩やかな

２％超のインフレを容認する新たな枠組みはＦＲＢの物価安定と雇用の最大化という二

大責務の達成を支援すると述べている。米国での金融緩和策の長期化見通しは米国株の

サポート要因となり、円売りの動きにつながりやすい。

　　

　１日に発表された８月の米ＩＳＭ非製造業景況指数は５６．０となり、大方の事前予

想の５４．８を上回るとともに好不況の境目である５０を３か月連続で上回り、１年９

か月ぶりの高水準となった。新規受注や生産は６０を超える強さを見せるなど堅調さを

維持している。３日に発表された８月の米ＩＳＭ非製造業景況指数は５６．９となり、

事前予想の５７．０や前回の５８．１を下回ったものの、おおむね想定の範囲内となっ

た。

　　

　堅調な米経済指標は株高の一因となっている。ただ、米１０年物国債利回りは米国で

の金融緩和の長期化観測もあり、８月２７日の０．７５４％近辺から９月３日には０．

６３６％前後に低下している。米長期金利の低下により、活発なドル買いの動きは見込

みにくい状況にある。

　　

　ドルはこれまでに売られた反動から買い戻しの動きとなっているものの、買い戻し一

巡後は米長期金利が上昇しにくいことで、ドル高の流れが一服するとみられる。ドル円

は１０６円台半ばまで一時戻したものの、１０７円をしっかりと超えて上昇するほどの

強さはなく、１０５～１０６円台を中心とするもみ合いが続きそうだ。ドル円の目先の

予想レンジは、１０５．２５～１０７．５０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、８日に日本７月勤労者世帯家計調査、日

本第２四半期国内総生産（ＧＤＰ）２次速報、日本７月経常収支、９日に米ＭＢＡ住宅

ローン申請件数、１０日に日本７月機械受注高、米８月生産者物価指数、米新規失業保

険申請件数、１１日に米８月消費者物価指数、米８月財政収支などがある。

　　

【ユーロドルは調整一巡後に再び上昇か】

　ユーロドルは９月１日に１．２０ドル台に乗せた後は節目達成感から下げに転じてい

る。１日にはＥＣＢのレーン専務理事が「ＥＣＢは為替レートを目標にしていないが、

ユーロドルのレートは重要問題」と述べており、１．２０ドル超ではこうしたユーロ高

をけん制する発言も出てくるとみられる。

　　

　ユーロドルの値動きを見ると、８月以降は高値から２００ポイント前後の調整後に再

び上昇に転じる動きを繰り返している。１．２０ドルの節目達成感から２００ポイント

以上の深押を見せる可能性もあるものの、これまでに高値と安値を切り上げて推移して

きており、調整が一巡するとユーロドルは再び上昇に転じるとみられる。ユーロドルの

目先の予想レンジは、１．１７００～１．２１００ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、７日に中国８月貿易収支、独７月鉱工業生

産指数、８日に独７月貿易収支、独７月経常収支、ユーロ圏第２四半期域内総生産（Ｇ

ＤＰ）確報値、９日に中国８月消費者物価指数、中国８月生産者物価指数、スイス８月

雇用統計、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、１０日に欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金

利、１１日に英７月鉱工業生産指数、英７月製造業生産指数、英７月貿易収支、独８月

消費者物価指数などがある。
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